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学年通信

すくらむ
郡山市立小原田中学校 １学年
平成 27 年 3 月 20 日(金)第 13 号

知っておこう、今の実力
３月10日（火）、３年生が県立高校Ⅱ期試験に臨んでいる中、１，２年生は実力テストを実施しま

した。このテストは、校内で行う定期テストとは異なり、これまでのすべての学習の成果が問われる
テストで、正に今の「実力」がわかるテストでした。形式も定期テストとは異なるので、各教科で事
前に昨年度の問題などを利用して対策をとってきました。結果を本日配布いたしましたが、はたして
できはどうだったでしょうか。学校の方でもこのテストのもつ意味などは話しましたが、今ひとつ実
感がわかないようでした。でも、２年後には実力を十分につけ、このようなテストで自分の目標とす
る高校に合格するだけの点数をとらなければいけないのです。この１年間があっという間だったのと
同じように、２年後ももうすぐです。まだ目標は漠然としているかもしれませんが、「実力」は一朝一
夕でつくものではありません。今から怠りなく準備する必要があるのです。

感じる心と感動させる行動
３月１３日（金）に行われた卒業式。３年生は立派に学舎を巣立っていきました。１年生はその姿

をまぶたに焼き付けてくれたものと思います。中学校で一番大切な行事とされている卒業式を迎える
にあたって十分に練習も重ねました。予行では１，２年生の歌声が小さくて心配しましたが、その後
一生懸命練習して、本番では３年生の主任の先生から「今までで一番よく声が出ていて、心が伝わっ
た」と言ってもらえるほどすばらしい歌になりました。

ところで、どうして本番で一番の歌声が出せたのでしょうか。それは、目の前で涙でむせびながら
も式歌を一生懸命歌っている３年生を見て、心を動かされたからだと思います。そうなったというこ
とは、１，２年生のみんなに感じる心があったということです。そして３年生の姿に心を動かされた
１，２年生が歌った歌が、今度はそれを聴いていた多くの人を感動させたのです。なんとすばらしい
ことでしょう。すばらしいものを見たり聞いたりしたら感動できる心をこれからも大切に、今回のよ
うに人に感動を与えられる行動がとれる人間になって欲しいものです。

連 絡
※３月２３日（月）は修了式です。１年生の代表が修了証書をいただきます。修了証書は通知表の

後ろにありますのでご確認ください。
※３月３１日（月）は離任式です。お世話になった先生方とのお別れです。
※新学期は４月６日（月）からです。新しい学級は、当日の８：４５に昇降口に掲示します。
※上記の３月３１日（月）と４月６日（月）の詳しい日程は別紙でお知らせします。
※いよいよ１年生も終わりを告げようとしています。２年生からは新しい学級になります。この１
年間で楽しいことも、つらく、いやなこともあったと思いまが、すべてが経験です。この経験をこ
れからに生かし、よりよい学年にしていきたいと考えています。
※１年間大変お世話になりました。ここまで大過なくできたのは保護者の皆様のご協力のおかげと
１学年職員一同大変感謝しております。ありがとうございました。


